
(57)【要約】

【課題】　ランドが不要な場合は容易に短絡させること

ができ、電子部品を搭載する場合は短絡が発生しない回

路基板のランド接続方法及びその回路基板を得る。

【解決手段】　一対のランド２の間に穴３を設け、回路

基板１内部の短絡用導体４が穴３を通じて露出している

。ランドが不要な場合は、穴３に半田ペーストを充填し

、溶融することによりランド２は短絡する。電子部品を

搭載する場合は、穴３が毛細管現象を防止するので、不

要な短絡が防止できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 部 品 の 端 子 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド を 有 す る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続
方 法 で あ っ て 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 短 絡 用 導 体 を 配 置 し 、 前 記 短 絡 用 導 体 と 前 記 一 対
の ラ ン ド を 接 続 す る こ と に よ っ て 短 絡 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 短 絡 用 導 体 は 、 前 記 一 対 の ラ ン ド と は 異 な る 面 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の
間 に 穴 を 設 け 、 前 記 穴 に 半 田 を 充 填 し て 溶 融 す る こ と に よ っ て 前 記 短 絡 用 導 体 と 前 記 一 対
の ラ ン ド を 短 絡 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 電 子 部 品 の 端 子 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド を 有 す る 回 路 基 板 で あ っ て 、 前
記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 短 絡 用 導 体 が 配 置 さ れ 、 前 記 短 絡 用 導 体 は 前 記 一 対 の ラ ン ド と は 異
な る 面 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 、 半 田 を 充 填 し て 溶 融 す る こ と に よ っ て 前
記 一 対 の ラ ン ド と 前 記 短 絡 用 導 体 を 短 絡 さ せ る た め の 穴 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 短 絡 用 導 体 は 、 前 記 一 対 の ラ ン ド が 形 成 さ れ て い る 面 と 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 路 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 回 路 基 板 は 多 層 回 路 基 板 で あ り 、 前 記 短 絡 用 導 体 は 、 回 路 基 板 の 内 部 に 内 蔵 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 路 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 機 器 に 用 い ら れ る 回 路 基 板 に お い て 、 回 路 設 計 上 不 要 に な っ た ラ ン ド を
短 絡 さ せ る 方 法 及 び そ れ を 簡 易 に 実 施 で き る 構 造 を 有 す る 回 路 基 板 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 機 器 に 用 い ら れ る 回 路 基 板 は 、 セ ラ ミ ッ ク ま た は 樹 脂 等 の 絶 縁 基 板 に 配 線 導 体 及 び
ラ ン ド と 呼 ば れ る 電 子 部 品 の 端 子 電 極 を 電 気 的 に 接 続 す る 部 分 が 形 成 さ れ て い る 。 ラ ン ド
の 部 分 で は 、 一 対 の ラ ン ド 導 体 が 所 定 の 間 隔 を 介 し て 向 か い 合 っ て お り 、 こ の ラ ン ド 導 体
に 電 子 部 品 の 端 子 電 極 が 接 続 さ れ る こ と で 回 路 が 接 続 さ れ る 。 ラ ン ド は 通 常 設 計 上 必 要 な
電 子 部 品 の 分 が 形 成 さ れ て い る が 、 要 求 さ れ る 特 性 等 に よ っ て 設 計 が 変 更 さ れ て 、 必 要 な
部 品 数 が 削 減 さ れ る こ と が あ り 、 不 要 に な る ラ ン ド が 発 生 す る こ と が あ っ た 。 こ の よ う に
不 要 に な っ た ラ ン ド は ジ ャ ン パ チ ッ プ 等 に よ っ て 短 絡 さ れ 、 通 常 の 配 線 と 同 様 に さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ジ ャ ン パ チ ッ プ を 搭 載 す る た め に 、 マ ウ ン タ ー を 動 作 さ せ る た め 、 そ の
分 の マ ウ ン タ ー の セ ッ テ ィ ン グ や 搭 載 の 工 数 が か か る 。 そ の た め 、 ジ ャ ン パ チ ッ プ を 用 い
な い で 不 要 に な っ た ラ ン ド を 短 絡 さ せ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら の 方 法 で は 、 ラ ン
ド 導 体 間 の 間 隔 を 狭 く し て 、 半 田 ブ リ ッ ジ に よ っ て 短 絡 さ せ る 方 法 が 採 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ３ ８ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ２ ３ ２ ５ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 方 法 に 用 い ら れ る ラ ン ド で は 、 不 要 で な い 場 合 、 す な わ ち 電 子 部 品 を 搭 載 す る 場
合 に も 図 ８ に 示 す よ う に 、 半 田 ブ リ ッ ジ が 発 生 し て 、 短 絡 を 起 こ し て し ま う 問 題 が あ っ た
。 特 に 近 年 の 電 子 部 品 の 小 型 化 に よ っ て 、 電 子 部 品 と 基 板 と の 隙 間 が よ り 狭 く な り 、 こ れ
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に 起 因 す る 毛 細 管 現 象 に よ り 半 田 が こ の 隙 間 を 通 っ て 半 田 ブ リ ッ ジ が 形 成 さ れ て 、 不 要 な
短 絡 が 発 生 し や す く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 し 、 不 要 な 場 合 は 容 易 に 短 絡 さ せ る こ と が で き 、 電
子 部 品 を 搭 載 す る 場 合 は 短 絡 が 発 生 し な い 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 及 び そ れ を 簡 易 に 実
施 で き る 構 造 を 有 す る 回 路 基 板 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 の 端 子 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド を 有 す る 回 路 基 板 の
ラ ン ド 接 続 方 法 で あ っ て 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 短 絡 用 導 体 を 配 置 し 、 前 記 短 絡 用 導 体
と 前 記 一 対 の ラ ン ド を 接 続 す る こ と に よ っ て 短 絡 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の ラ ン
ド 接 続 方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 記 短 絡 用 導 体 は 、 前 記 一 対 の ラ ン ド と は 異 な る 面 上 に 配 置 さ れ 、
前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 穴 を 設 け 、 前 記 穴 に 半 田 を 充 填 し て 溶 融 す る こ と に よ っ て 前 記 短
絡 用 導 体 と 前 記 一 対 の ラ ン ド を 短 絡 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 を
提 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 電 子 部 品 の 端 子 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 一 対 の ラ ン ド を 有 す る
回 路 基 板 で あ っ て 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 短 絡 用 導 体 が 配 置 さ れ 、 前 記 短 絡 用 導 体 は 前
記 一 対 の ラ ン ド と は 異 な る 面 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 一 対 の ラ ン ド の 間 に 、 半 田 を 充 填 し て 溶
融 す る こ と に よ っ て 前 記 一 対 の ラ ン ド と 前 記 短 絡 用 導 体 を 短 絡 さ せ る た め の 穴 が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 前 記 短 絡 用 導 体 が 前 記 一 対 の ラ ン ド が 形 成 さ れ て い る 面 と 反 対 側
の 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 前 記 短 絡 用 導 体 が 回 路 基 板 の 内 部 に 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 回 路 基 板 を 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ラ ン ド が 不 要 な 場 合 は 簡 便 な 方 法 で 容 易 に 短 絡 さ せ る こ と が で き 、 電
子 部 品 を 搭 載 す る 場 合 は 半 田 ブ リ ッ ジ に よ る 短 絡 が 発 生 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 の 第 一 の 実 施 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る
。 図 １ は 本 発 明 の ラ ン ド 接 続 方 法 に 用 い ら れ る 回 路 基 板 を 示 す 図 で 、 図 １ （ ａ ） は 側 断 面
図 、 図 １ （ ｂ ） は 上 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。 回 路 基 板 １ は 、 一 対 の ラ ン ド ２ と こ の ラ ン ド
２ の 間 に 形 成 さ れ た 穴 ３ と 、 回 路 基 板 １ に 内 蔵 さ れ か つ 穴 ３ を 通 じ て 露 出 し て い る 短 絡 用
導 体 ４ を 有 し て い る 多 層 回 路 基 板 で あ る 。 な お 、 ラ ン ド ２ に 接 続 す る 配 線 等 は 省 略 し て あ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 回 路 基 板 １ の ラ ン ド ２ を 短 絡 す る 方 法 を 図 ２ に 示 す 。 メ タ ル マ ス ク 印 刷 等 に よ り 穴
３ に 半 田 ペ ー ス ト ５ を 充 填 し 且 つ ラ ン ド ２ 及 び 短 絡 用 導 体 ４ に 半 田 ペ ー ス ト ５ を 付 着 さ せ
る 。 こ れ を リ フ ロ ー 炉 に 通 し て 半 田 ペ ー ス ト ５ を 溶 融 さ せ る 。 こ の よ う に す る と 、 ラ ン ド
２ と 短 絡 用 導 体 ４ が 半 田 に よ っ て 導 通 し 、 ラ ン ド ２ は 短 絡 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 短 絡 さ せ ず に 電 子 部 品 を 搭 載 す る 場 合 を 図 ３ に 示 す 。 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） の よ う に
、 半 田 ペ ー ス ト ５ を ラ ン ド ２ 上 に メ タ ル マ ス ク 印 刷 等 に よ っ て 塗 布 す る 。 続 い て 図 ３ （ ｂ
） の よ う に 電 子 部 品 ６ を 搭 載 し 、 こ れ を リ フ ロ ー 炉 に 通 し て 半 田 ペ ー ス ト ５ を 溶 融 さ せ る
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。 こ の よ う な 本 発 明 の ラ ン ド 接 続 方 法 で は 、 一 対 の ラ ン ド ２ の 間 隔 を 大 き く 取 れ る と と も
に 、 毛 細 管 現 象 に よ っ て 溶 融 半 田 が 電 子 部 品 と 基 板 と の 隙 間 に 流 れ 込 む の を 穴 ３ が 阻 止 す
る た め 、 電 子 部 品 を 搭 載 す る と き に 不 要 な 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 穴 の 形 状
に つ い て は 特 に 制 限 は な い が 、 半 田 が 電 子 部 品 と 基 板 と の 隙 間 に 流 れ 込 む の を 阻 止 す る 効
果 を 充 分 に 発 揮 さ せ る た め に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 穴 の 長 さ Ｌ （ ラ ン ド ２ の 幅 方 向 と
平 行 な 方 向 の 長 さ ） を ラ ン ド ２ の 幅 寸 法 よ り も 長 く す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 穴 の 長 さ
Ｌ を メ タ ル マ ス ク の パ タ ー ン 寸 法 よ り も 長 く す る こ と に よ り 、 空 気 の 逃 げ 場 を 確 保 で き る
た め 、 穴 に 半 田 を 充 分 に 充 填 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 第 一 の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 図 ４ に 示 す 。 前 述 の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 図 ４ （ ａ ）
に 示 す よ う に 、 穴 ３ が 貫 通 穴 で あ り 、 短 絡 用 導 体 ４ が ラ ン ド ２ を 形 成 し て い る 面 と 反 対 側
の 面 に 形 成 さ れ て い る 点 で あ る 。 こ の 回 路 基 板 １ の ラ ン ド ２ を 短 絡 す る 方 法 を 、 図 ４ （ ｂ
） 及 び 図 ４ （ ｃ ） に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 半 田 ペ ー ス ト ５
を ラ ン ド ２ 側 か ら 充 填 す る 。 続 い て 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 短 絡 用 導 体 ４ 側 か ら 半 田 ぺ
ー ス ト ５ を 充 填 す る 。 こ れ を リ フ ロ ー 炉 に 通 し て 半 田 ペ ー ス ト ５ を 溶 融 さ せ る 。 こ の よ う
に す る と 、 ラ ン ド ２ と 短 絡 用 導 体 ４ が 導 通 し 、 ラ ン ド ２ は 短 絡 す る 。 一 方 、 電 子 部 品 を 搭
載 す る 場 合 は 、 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 穴 ３ に よ っ て 不 要 な 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 第 一 の 実 施 形 態 の 別 の 変 形 例 を 図 ５ に 示 す 。 前 述 の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 図 ５ （
ａ ） に 示 す よ う に 、 穴 ３ が 一 つ で あ り 、 短 絡 用 導 体 ４ が 穴 ３ で ２ つ に 分 割 さ れ て お り 、 ラ
ン ド ２ と 短 絡 用 導 体 ４ が ス ル ー ホ ー ル を 通 じ て 接 続 さ れ て い る 点 で あ る 。 こ の 回 路 基 板 １
の ラ ン ド ２ を 短 絡 す る 方 法 を 、 図 ５ （ ｂ ） に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す
よ う に 、 半 田 ペ ー ス ト ５ を 穴 ３ に 充 填 す る 。 こ れ を リ フ ロ ー 炉 に 通 し て 半 田 ペ ー ス ト ５ を
溶 融 さ せ る 。 こ の よ う に す る と 、 分 割 さ れ た 短 絡 用 導 体 ４ が 導 通 し 、 ラ ン ド ２ は 短 絡 す る
。 一 方 、 電 子 部 品 を 搭 載 す る 場 合 は 、 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 穴 ３ に よ っ て 不 要 な 短 絡 を
防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 補 助 導 体 ７ は 穴 ３ に 半 田 ペ ー ス ト ５ を 充 填 さ せ る と き の 補
助 の 役 目 を 有 し て い る が 、 特 に 必 須 の も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 の 第 二 の 実 施 形 態 を 、 図 ６ に 示 す 。 図 ６
は 、 一 対 の ラ ン ド ２ の 間 に 、 短 絡 用 導 体 と し て 導 電 性 接 合 材 ８ を 付 与 す る こ と に よ っ て ラ
ン ド ２ を 短 絡 す る 方 法 を 示 し て い る 。 導 電 性 接 合 材 ８ に 用 い る 材 料 と し て は 、 エ ポ キ シ 樹
脂 等 の 熱 硬 化 性 樹 脂 に 金 属 粒 子 を 分 散 さ せ た 導 電 性 樹 脂 や 、 他 の 電 子 部 品 の 実 装 に 用 い ら
れ る 半 田 よ り も 溶 融 温 度 の 高 い 高 温 半 田 、 あ る い は Ｓ ｎ － Ａ ｇ 系 接 合 材 、 Ｓ ｎ － Ａ ｇ － Ｃ
ｕ 系 接 合 材 、 Ｓ ｎ － Ｃ ｕ 系 接 合 材 お よ び Ｓ ｎ － Ｚ ｎ 系 接 合 材 の よ う に ラ ン ド へ の 濡 れ 拡 が
り が 殆 ど 無 い 接 合 材 料 も し く は 一 度 目 の 加 熱 で 合 金 層 を 形 成 し 二 度 目 の 加 熱 で は 殆 ど 溶 融
や 移 動 の な い 接 合 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 ジ ャ ン パ チ ッ プ を 用 い な い で 短
絡 さ せ る の で 、 マ ウ ン タ ー を 用 い る 必 要 が な く 、 メ タ ル マ ス ク を 用 い た 印 刷 法 の よ う な 簡
易 な 方 法 で 短 絡 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 回 路 基 板 の ラ ン ド 接 続 方 法 の 第 三 の 実 施 形 態 を 、 図 ７ に 示 す 。 図 ７
（ ａ ） は 、 ラ ン ド ２ と 短 絡 用 導 体 ４ が 一 体 化 、 す な わ ち 予 め ラ ン ド ２ を 短 絡 さ せ た 状 態 に
し た も の を 示 し て い る 。 電 子 部 品 を 搭 載 す る 場 合 は 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 エ ッ チ ン
グ ま た は レ ー ザ ー ト リ ミ ン グ 等 で 短 絡 用 導 体 ４ を 除 去 し 、 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 。 こ の よ う
な 方 法 で は 、 必 要 な ラ ン ド の み エ ッ チ ン グ や ト リ ミ ン グ で 形 成 し 、 不 要 な ラ ン ド は 短 絡 し
た ま ま に し て お く こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 別 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 １ 　 回 路 基 板
　 　 ２ 　 ラ ン ド
　 　 ３ 　 穴
　 　 ４ 　 短 絡 用 導 体
　 　 ５ 　 半 田 ペ ー ス ト
　 　 ６ 　 電 子 部 品
　 　 ７ 　 補 助 導 体
　 　 ８ 　 導 電 性 接 合 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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